
漢
文
訓
読
史
研
究
上
の
一
応
用
面

－

　

伝

菅

原

道

真

訓

鮎

の

検

討

・

1

－

小

菅
原
道
真
訓
点
と
伝
え
る
「
長
恨
歌
琵
琶
行
」
一
朝
が
、
宮
内
庁
誓
陵
部
に

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
長
恨
歌
・
琵
琶
行
は
、
共
に
序
が
な
く
本
文
の
み
の
百

二
十
九
行
の
巻
子
本
で
、
江
戸
時
代
書
写
、
同
期
の
訓
点
が
あ
る
。
こ
の
訓
点

は
、
巻
末
識
語
に
、

右
長
恨
歌
琵
琶
行
者
干
詩
干
歌
」
百
世
師
也
古
今
玩
味
之
因
玄
以
」
菅
丞

相
之
脚
部
為
熱
望
睾
伝
」
彼
和
訓
秘
中
秘
也
如
和
寓
千
仏
」
数
千
儒
術

無
不
志
遠
元
不
依
」
徳
善
哉
感
恩
之
飴
加
訓
鮎
備
」
硯
左
勿
令
容
易
而
已

天
正
第
日
ハ
　
（
四
）
暦
孟
春
仲
旬

署
内
欄
内
清
原
朝
臣
　
判

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
の
清
原
枝
賢
の
本
を
書
等
移

点
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
横
塁
は
菅
丞
相
の
御
点
を
伝
え
た
と
い
う
。
題

策
に
「
菅
原
道
真
訓
点
」
と
あ
る
の
は
、
右
の
識
語
の
文
字
を
基
と
し
て
推
測

さ
れ
、
貼
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
訓
点
が
、
果
し
て
道
真
の
　
「
和
訓
」
　
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い

て
、
客
観
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
未
だ
為
さ
れ
て
い
ず
、
従
っ
て
そ
の
方
法
も

考
与
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
常
識
的
に
、
平
安
初
期
の
訓
点

が
そ
の
ま
ま
六
七
百
年
後
に
伝
え
ら
れ
る
事
は
有
り
難
い
事
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
立
場
か
ら
否
罠
す
る
人
が
あ
る
。
し
か
し
仏
書
で
は
、
元
興
寺
の
明
誇
大
僧

都
の
訓
点
が
江
戸
時
代
に
ま
で
忠
実
に
伝
え
ら
れ
た
場
合
も
あ
り
、
漢
籍
で
も

部
分
的
に
は
平
安
初
期
訓
法
が
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
事
実
も
あ
る
か
ら
、

（
注
1
）
常
識
的
に
考
え
る
事
は
危
険
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
常
識
を
出
発

点
と
し
て
、
進
ん
で
客
観
的
に
、
そ
の
正
否
を
判
琵
す
る
と
い
う
立
場
に
立
つ

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
判
定
の
方
法
と
し
て
、
漢
文
訓
読
語
法
が
歴
史
的
に
変
造

す
る
事
実
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
尺
度
に
基
い
て
判
定
す
る
と
い
う
仕
方
が
あ

る
。
こ
の
方
法
は
、
単
に
、
こ
の
一
訓
点
資
料
の
正
否
の
検
討
だ
け
に
止
ま
ら

ず
、
同
種
の
他
資
料
の
検
討
や
、
又
、
漢
籍
に
残
存
す
る
初
期
古
訓
法
の
指
摘

に
も
有
効
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
古
訓
法
の
残
存
が
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る

漢
籍
訓
読
の
重
要
な
一
特
徴
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
浮
彫
り
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
、
筆
者
の
日
下
の
関
心
事
の
全
体
に
関
わ
る
基
本
的
な
方
法
と
考
え
ら
れ

一1－・



る
の
で
、
本
資
料
を
一
例
と
し
て
、
斑
上
げ
て
考
質
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

本
書
の
訓
点
に
つ
い
て
、
川
清
一
馬
博
士
は
、
「
こ
の
本
は
菅
丞
相
の
御
点

㌢
称
す
る
が
、
こ
れ
は
菅
賢
伝
へ
ら
れ
た
点
と
い
ふ
意
で
あ
ろ
う
」
（
補

講
窯
讐
昆
恨
琴
琶
行
」
雲
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
）
と
把
渕
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
証
拠
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

菅
原
這
喪
は
、
元
壁
元
年
（
八
七
七
）
文
責
博
士
、
買
平
五
年
参
議
従
四

位
下
、
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
十
五
日
太
睾
府
で
五
十
九
歳
で
亮
じ
て
い

る
か
ら
、
（
注
2
）
道
真
に
訓
点
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
．
そ
の
訓
法
は
平
安
初

期
の
訓
法
に
従
っ
て
い
る
と
琴
与
り
れ
る
。
平
安
初
期
の
訓
法
が
平
安
中
期
以

降
と
甚
し
／
、
相
違
す
る
事
実
に
つ
い
て
は
別
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
（
注
3
）
。

従
っ
て
右
拓
の
書
陵
部
蔵
本
が
道
真
の
訓
点
で
あ
る
か
否
か
の
判
定
は
、
そ
の

訓
法
が
平
安
初
期
の
訓
法
の
特
徴
を
持
つ
か
否
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
応
出
来
る
事
に
な
る
。
平
安
初
期
の
訓
法
の
実
態
は
、
現
存
す
る
四
十
八
点

の
平
安
初
期
訓
点
資
料
に
よ
っ
て
、
確
実
に
知
る
事
が
出
来
る
。
尤
も
、
四
十

八
点
の
大
部
分
は
仏
書
貰
っ
て
、
浜
籍
資
料
は
琵
平
年
忠
入
競
入
l
）
加

点
の
東
山
文
庫
祓
周
易
抄
だ
け
で
あ
る
が
、
漠
活
も
仏
書
も
、
再
読
字
や
読
添

の
て
に
を
は
等
に
お
け
て
は
平
安
初
期
に
共
通
し
た
訓
法
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ

る
か
ら
、
右
の
四
十
八
点
の
資
料
全
体
か
ら
得
た
初
期
訓
法
に
つ
い
て
の
知
見

に
基
い
て
、
以
下
に
検
討
し
て
行
く
。

1
、
再
読
字

長
恨
歌
・
琵
琶
行
を
併
せ
て
、
「
未
」
の
三
字
、
「
将
」
の
一
字
と
、
「
数
」

の
三
字
「
令
」
の
一
字
と
が
存
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
欝
陵
部
拭
伝
道
其
点
で

は
、
全
部
が
再
読
さ
れ
て
い
る
。
（
数
字
は
行
数
を
元
す
）

ヤ

ブ

ナ

ハ

レ

テ

　

　

レ

ハ

　

　

　

ケ

イ

ニ

　

イ

マ

タ

ン

ラ

〔
未
〕
養
　
　
　
在
こ
　
決
－
閏
－
八
乗
レ
試
　
（
3
）

ス

カ
ヽ
ケ

孤
－
燈
挑
l

タ
　
　
　
ナ
サ

栄
　
二
成
二

サ
ル
ニ

ッ
ク
シ
テ
　
　
タ
　
　
　
サ
　
ネ
フ
ル
コ
ト
ラ

尽
　
末
　
レ
成
／
眠

ス

チ

　

　

ッ

　

ツ

　

ナ

サ

ケ

曲
－
調
】
先
　
着
〆
情

チ

∵

レ

ハ

〔
将
〕
酢
　
不
　
リ

サ

　

　

ヨ

ロ

コ

ヒ

チ

ウ

レ

へ

亨

．

1

－

ニ

ワ

カ

レ

ン

ト

成
レ
稔
　
　
惨
　
将
レ
別
　
　
（
7
7
）

ネ

一

㌣

チ

〔
教
〕
遂
教
丁
二
方
－
士

シ
ム

ウ
タ
ヽ
　
　
シ
テ

ヲ
　
　
ネ
ン
コ
ロ
こ
　
　
そ
ト
ノ

一
段
－
　
勤
究
上

ヲ
ー
セ
　
　
　
　
　
　
チ

伝
　
教
下
こ
小
－
き
報
中
堅
－
成
上

シ
ム

ニ

　

シ

テ

　

　

　

　

　

フ

ク

セ

常
数
エ
リ
喜
－
才
眼
一

ジ
ム

タ
，
　
　
シ
テ
　
　
　
　
ヲ
ノ
ラ

ノ
　
カ
タ
キ
ニ

〔
令
〕
但
令
　
二
〆
心
　
似
二
金
－
釦
　
撃

シ
メ
タ
り

（亜）
（46）

（97）
（57）

そ
の
訓
法
は
右
の
如
く
、
今
日
と
同
じ
方
式
に
な
っ
て
い
る
。
平
安
初
期
に
は
、

再
読
字
は
全
く
見
ら
れ
ず
へ
　
そ
の
「
未
」
　
「
渚
」
　
「
数
」
　
「
令
」
の
訓
法
は
、

ゴ

　

　

　

ム

ト

ス

　

ム

　

　

　

ジ

　

ム

　

　

シ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

マ

ダ

「
宋
」
　
「
将
」
　
「
将
」
　
「
教
」
　
「
令
」
の
如
き
辞
の
訓
か
、
或
い
は
「
宋
」

マ
サ
ニ

「
将
」
の
如
き
副
詞
の
一
訓
で
あ
っ
た
。
再
読
訓
の
成
立
は
平
安
中
期
以
降
で

あ
り
、
管
見
で
は
、
仏
書
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
「
症
蘇
悉
地
指
産
経
延
喜
九

年
点
、
漢
籍
で
は
東
洋
文
庫
・
東
山
文
持
戒
古
文
瑞
雲
廷
喜
頃
点
が
初
出
の

例
で
あ
る
（
注
4
）
。
し
か
も
平
安
中
期
延
言
頃
加
点
の
古
文
尚
書
で
は
、

「
将
」
　
「
俊
」
共
に
再
型
上
し
－
い
例
の
▼
万
が
ま
だ
多
い
（
注
5
）
。
右
の
如

く
再
読
字
が
全
て
再
読
に
訓
読
さ
れ
る
の
ほ
、
更
に
後
代
の
訓
法
で
あ
る
。
就

中
、
「
教
」
字
は
、
鎌
倉
時
代
ま
で
は
、
「
侵
」
　
「
令
」
を
再
読
す
る
資
料
で



さ
え
、

ム

カ

シ

（

y

チ

）

　

　

を

　

シ

ム

雷
　
教
二
壱
－
才
一
伏
　
（
会
沢
文
庫
本
文
葉
巻
十
二
寛
盲
点
）

の
如
く
単
記
で
、
「
シ
ム
」
　
は
下
の
動
詞
に
読
率
え
る
の
が
一
般
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
字
を
再
読
に
す
る
の
は
　
そ
れ
以
後
の
新
し
い
別
法
と
な
る
の
で
あ

る
。
2
、
引
用
句
法
の
結
び
に
つ
い
て

賢
報
撰
賢
も
輿
ナ
り
ト
　
　
　
（
空

「
ク
」
語
法
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
語
句
の
結
び
は
、
平
安
初
期
に
は
、
「
ト
イ

フ
」
等
の
「
云
」
の
語
を
再
び
訓
読
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
（
注
6
）
。
こ
の

訓
法
は
、
漢
籍
で
は
平
安
中
期
以
降
で
も
伝
え
ら
れ
、
古
訓
法
を
伝
え
た
資
料

で
は
特
に
多
い
（
注
7
）
。
然
る
に
、
伝
道
真
点
に
お
け
る
訓
法
は
、
後
世
の

そ
れ
に
通
ず
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
資
料
の
中
に
は
、
漢
籍
の
割
法
の
特
徴
に
も
一
致
し
な
い
訓
読

語
が
あ
る
。

コ
レ

3
、
文
末
助
字
「
之
」

勘
聖
長
1
旬
ノ
撃
以
テ
聖
ゾ
之
。
。
（
望

右
の
構
文
の
如
き
文
末
助
字
「
之
」
は
鎌
倉
時
代
以
前
の
漢
籍
で
は
不
記
で
あ

っ
て
（
注
8
）
、
例
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

て
ツ
タ
て
　
・
　
の
　
も
　
　
て
　
　
（
ル
）

因
為
二
畏
－
句
歌
】
以
贈
　
　
〔
之
〕

（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
沢
文
拓
本
文
集
巻
十
二
寛
盲
点
）

コ
レ

「
之
」
と
訓
ず
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
で
は
仏
書
か
、
漢
籍
で
は
、
室
町
時

代
以
後
で
あ
る
（
注
8
）
。
さ
す
れ
ば
、
伝
道
真
点
の
訓
法
は
、
後
世
の
訓
法

を
元
す
も
の
で
あ
る
。

4
、
ヒ
メ
モ
ス
　
（
尽
日
）

賢
㍉
聖
和
ト
モ
㌘
現
　
　
　
　
（
誓

「
尽
日
」
の
訓
は
古
く
は
「
ヒ
刹
モ
ス
」
で
あ
る
。
竃
琵
集
に
も
士
左
日
記

に
も
「
ヒ
木
モ
ス
」
と
あ
り
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
漢
籍
も
「
ヒ
刃
モ
ス
」
で
あ

っ
て
、
「
ヒ
メ
可
ス
」
の
語
は
漢
籍
で
は
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
を
（
注
8
）

従
っ
て
、
右
も
鎌
倉
時
代
よ
り
も
後
の
訓
法
を
示
す
と
見
ら
れ
る
．
の
で
あ
る
。

5

、

「

コ

ト

ゴ

ト

ク

（

尽

）

」

君
占
相
l
ヒ
墾
リ
ミ
ラ
明
く
ク
甥
ス
衣
ヲ
　
（
翌

「
尽
」
字
に
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
さ
と
の
二
様
の
訓
法

が
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
漢
籍
で
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
l
己
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
仏
書
で
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
訓
分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
（
注
9
）
、

室
町
時
代
の
決
籍
に
な
る
と
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
も
見
ら
れ
る
に
至
る
。

右
の
五
項
目
か
ら
で
も
判
明
す
る
こ
と
は
、
本
琶
の
訓
法
が
、
訓
読
史
上
、

室
町
時
代
の
訓
法
を
反
映
し
て
い
る
ら
し
い
軍
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
他
に
室
町

時
代
語
（
刃
り
得
て
も
鋒
倉
時
代
ま
で
）
の
徴
表
と
な
る
も
の
キ
探
す
と
次
の

語
句
が
挙
げ
ら
れ
る
。

6
、
「
オ
ポ
フ
　
（
党
）
」チ

オ
ホ
プ
ア
ル
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
　
′

是
－
夕
・
始
覚
′
看
二
　
迂
－
話
軍

（71）

「
オ
ポ
フ
」
は
、
ヤ
行
下
二
段
活
用
動
詞
の
終
止
形
を
ハ
行
の
仮
名
で
表
わ
し

た
例
と
見
ら
れ
る
。
下
二
段
活
用
動
詞
の
終
止
・
遠
体
・
已
然
の
三
形
が
ハ
行

と
ヤ
行
と
で
仮
名
を
交
用
す
る
事
は
室
町
時
代
に
は
毎
々
見
ら
れ
る
事
で
ふ

る
4
　
（
『
室
町
時
代
言
語
の
研
究
』
六
二
頁
）

7
、
字
音
仮
名
遥

ヨ

ウ

く

ト

ン

テ

翠
－
葦
揺
T
　
絹

（19）



「
揺
」
は
字
音
仮
名
這
で
は
「
エ
ウ
」
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
加
点
の
大
東
急
記

念
文
盾
蔵
金
沢
文
に
本
文
賃
巻
十
二
で
は
「
エ
ウ
」
と
あ
る

撃

　

エ

ウ

　

　

と

（

シ

）

て

翠
－
花
　
揺
－
々

「
エ
ウ
」
と
「
ヨ
ウ
」
と
の
仮
名
遺
湿
田
の
例
は
、
院
政
時
代
と
鎌
倉
時
代
と

の
交
頃
か
ら
散
見
し
（
注
1
0
）
、
室
町
時
代
に
は
そ
の
例
が
多
い
。

8
、
「
チ
ト
」
の
訓

ノ

　

　

　

チ

ト

　

ミ

シ

カ

フ

シ

テ

春
甘
　
苦
－
短
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

同
箇
所
を
大
東
急
記
念
文
匡
疎
金
沢
文
拝
本
文
等
巻
十
二
望
菖
点
で
は
、

イ
ト
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
を

々
々
（
春
替
）
苦
　
短
　
（
別
訓
「
苦
〆
短
　
」
）

ナ
ケ
キ

の
如
く
「
イ
ト
」
と
訓
じ
て
い
る
。
「
ち
と
」
の
例
は
、
索
引
や
辞
書
を
検
す

る
に
、
鎌
倉
時
代
の
作
品
（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
莞
・
宇
治
拾
遺
物
語
等
）
か

ら
は
例
を
見
る
が
平
安
時
代
以
前
に
は
用
例
を
見
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
漢
字
に

付
さ
れ
て
い
た
訓
「
イ
ト
」
が
語
形
の
玩
似
か
ら
誤
っ
て
「
チ
ト
」
の
語
に
変

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
此
処
の
　
「
苦
」
　
は
甚
だ
の
意
で
あ
っ
て
、
「
チ

ト
」
の
訓
は
文
責
に
合
わ
な
い
。

9
、
読
流
語
「
イ
」

平
安
初
期
の
仏
書
点
本
に
は
全
て
「
い
」
助
詞
を
詑
流
語
と
し
て
用
い
て
い

る
（
注
1
1
）
。
槙
籍
で
も
平
安
初
期
訓
法
を
伝
え
た
と
見
ら
れ
る
資
料
に
は
存

し
て
い
る
（
注
誓
。
さ
す
れ
ば
、
も
し
伝
道
真
点
が
平
安
初
期
の
訓
法
を
伝

え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
助
詞
「
イ
」
が
見
ら
れ
る
告
で
あ
る
の
に
、
全
巻
萱
単

じ
て
皆
無
で
あ
る
。

堕
そ
の
他
の
平
安
初
期
特
有
の
読
添
語
や
訓
法
（
注
3
の
拙
稿
参
照
）
も
全

く
認
め
ら
れ
な
い
。

右
の
諸
点
よ
り
考
え
る
に
、
本
書
の
訓
点
は
道
真
訓
点
で
は
決
し
て
な
く
、

恐
ら
く
室
町
時
代
の
訓
法
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。

右
の
方
法
で
は
、
道
真
訓
点
の
一
部
分
が
後
世
変
改
さ
れ
た
場
合
、
偶
々
十

項
且
が
共
に
そ
の
変
改
部
分
で
あ
る
様
な
場
合
に
は
、
之
を
摘
用
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
全
巻
の
訓
法
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
来
る
。

そ
の
一
方
法
と
し
て
、
伝
送
其
点
を
、
同
じ
長
恨
歌
・
琵
琶
行
で
鎌
倉
時
代

加
点
に
な
る
資
料
の
訓
法
と
比
較
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
東
急
記
念
文

樟
就
金
沢
文
購
本
自
民
文
集
の
中
の
巻
十
二
は
、
巻
末
識
語
に
、

寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
三
月
三
日
書
写
了
　
寂
有

「
唯
寂
房
吉
等
之
」

「
同
月
中
旬
校
合
移
点
了
」
左
金
吾
校
尉
皇
軍
重
」

「
嘉
型
一
年
二
二
三
六
）
三
月
十
一
日
以
唐
本
柳
比
較
巳
了
」

「
建
具
四
年
（
一
二
五
≡
正
月
一
日
伝
下
貴
所
御
本
校
合
文
革
」

（
痙
良
の
識
語
は
寛
事
の
識
語
の
直
前
に
あ
り
し

と
あ
る
古
点
本
で
、
そ
の
中
に
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
全
文
を
収
め
て
い
る
。
伝

遺
其
点
の
全
巻
と
、
こ
の
金
沢
文
樟
本
の
同
箇
所
の
全
文
と
に
つ
い
て
逐
一
比

較
し
て
み
る
と
、
本
文
の
字
句
も
そ
の
訓
法
も
両
者
が
全
く
同
じ
部
分
と
、
両

者
が
訓
法
、
字
句
を
相
異
に
す
る
部
分
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
を

整
理
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
に
、
当
該
資
料
の
訓
法
の
時
代
的
特
徴
を
探

ろ
う
と
い
う
の
が
以
下
の
方
法
で
あ
る
。

先
ず
両
資
料
共
に
同
じ
字
句
、
訓
法
で
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
全
例
を

示
す
事
は
、
本
稿
の
目
的
か
ら
は
不
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、



そ
の
中
で
共
に
、
再
読
訓
や
「
言
」
の
呼
応
語
「
イ
フ
」
を
欠
く
等
の
平
安
初

期
訓
法
に
非
ざ
る
例
の
存
在
を
指
摘
す
る
事
で
あ
る
。
伝
遺
兵
点
の
こ
れ
ら
の

訓
法
例
は
右
掲
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
左
に
は
、
金
沢
文
犀
本
の
方
の
例
を
示

し
て
お
く
。
（
芦
点
省
略
）

ゾ

ラ

　

　

　

　

　

を

　

　

ラ

。

コ

0

メ

ム

の

俊
二
　
天
子
】
無
二
既
防
　
意
上

ム

　

丁

ミ

　

サ

ク

　

り

と

　

　

　

カ

目
二
言
・
看
二
李
少
君
　
之
　
術
。
一
（
「
之
」
に
「
力
」
も
あ
り
）

ス

ル

ニ

ム

ト

　

ロ

　

　

り

　

　

　

ル

コ

ト

ア

カ

将
リ
行
・
色
・
看
／
不
　
ゾ
足

一

一

　

　

　

　

　

　

　

こ

．

と

次
に
、
両
資
料
の
比
較
の
結
果
、
相
異
な
る
も
の
と
し
て
得
ら
れ
た
全
て
の

例
に
つ
い
て
、
之
を
整
理
し
分
類
し
て
示
す
と
、
左
の
如
く
H
助
字
の
訓
法
、
・

日
記
添
語
、
⇔
実
字
の
訓
読
、
的
対
句
の
訓
法
、
国
訓
み
方
の
順
序
の
相
違
、

㈹
本
文
の
摸
字
の
字
句
の
相
違
の
六
項
に
つ
い
て
諸
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

を
　
　
て
　
　
（
ル
）

歌
【
　
以
　
贈
　
　
〔
之
〕

渾
籍
で
は
鉦
倉
時
代
以
前
に
は
文
末
の
「
之
」
は
、
金
沢
文
折
本
の
如
く
不

講
で
あ
っ
た
こ
と
は
已
述
し
た
。

口
証
涜
語
に
つ
い
て

1
、
金
沢
文
庫
本
に
読
添
語
が
あ
る
箇
所
に
、
伝
還
兵
点
で
は
託
添
語
が
無

い
。

H
助
字
の
訓
法

〔
教
〕

（
伝
道
真
点
）

ウ

タ

ー

シ

テ

　

　

ヲ

　

セ

　

　

チ

転
　
敬
二
下
小
－
三
一
報
中
堅
1
成
上

シ
ム

（
金
沢
文
庫
本
）

ウ
タ
・
プ
チ

を

（
4
6
）
　
転
　
教
二
小
－
玉
】

セ
ジ
ム
　
　
　
　
　
こ

報
二
壁
－
成
－

フ
タ
カ
タ

「
教
」
字
を
再
読
訓
に
す
る
伝
道
真
点
の
方
が
一
層
後
出
の
訓
み
方
で
あ
る
事

は
、
既
述
の
如
く
で
あ
る
。

〔
之
〕

（
伝
道
真
点
）

l
ブ
ッ
ク
一
丁
　
　
　
　
　
′
ウ
タ
テ
　
ラ
オ
ク
ル
　
ニ

因
　
為
一
長
－
句
敬
一
以
　
贈
／
之
　
（
7
1
）

（
金
沢
文
庫
本
）

て
ヅ
ク
て
　
　
　
　
　
の

因
　
為
二
長
－
句

（
伝
道
兵
点
）

y
ス
ル
　
ヲ

〔
ク
リ
〕
死
－
処

チ

　

フ

　

　

ヲ

生
－
死
別
　
経
　
レ
年

d
′
　
　
ノ
つ
t
r
 
y
テ
　
　
ク

遷
－
道
　
開

ナ

ル

　

ア

キ

ン

ト

　

ノ

メ

ト

為
二
田
l
　
八
　
婦
一

寸

　

ハ

　

　

ヌ

阿
焼
　
死

（
誉
（38）（48）（67）

〇
〇
－
）

レ
ッ

〔
　
リ
　
〕
嫡
－
妖
弟
－
兄
皆
裂
－
士
（
1
3
）

ノ

　

／

　

　

レ

櫨
－
官
高
－
処
入
二
青
－
（
1
5
）

雲一t

（
金
沢
文
樟
本
）

t

る

　

ノ

ミ

ア

リ

死

　

処
て
　
お
h
ツ
　
　
　
を

生
死
別
　
提
　
げ
年

レ
イ
　
ヰ
と
（
y
）
て
　
t
h
フ

遺
－
蓮
　
　
　
開

ナ
リ
た
り
　
　
　
　
　
の
　
と

為
　
田
－
人
　
婦

は
y
ヌ

阿
－
姥
∵
死
t

h

ソ

セ
り

姉
－
妹
弟
－
兄
皆
列
－
士

の

駿
－
宮
高
l
処
入
こ
　
青
－

レ
リ

ー

雲
1

帰
　
l
来
レ
　
ハ

ヨ
ル
　
フ
ル
キ
一
一

皆
依
レ
琶

ヒ
タ
ス
　
　
チ

江
浸
レ
月

一
丁
　
　
チ
キ
タ
ル

始
　
田
∵
采

レ

・

ハ

（
3
0
）
　
々
　
（
帰
）
－
来
　
　
（
「
レ
⊥

レ
ル
ニ

ハ
」
は
別
笠
）

レ

リ

　

に

（
3
0
）
　
皆
俵
∵
r
琶
　
（
「
レ
」
は
虫
損
）

セ

り

　

を

（
7
7
）
　
打
浸
　
ゾ
月

て

　

　

レ

り

（
8
1
）
　
始
出
l
来



y
ヨ
ク
ス

国
一
数
－
坊
第
－
一

一
一

部
】

チ
コ
ル

五
－
雲
起

ワ
カ
ツ
　
　
ラ
ン
チ

分
　
ゾ
錮

オ

ホ

7

7

ル

コ

ト

ヲ

　

　

　

　

　

ノ

〔
　
ヌ
　
〕
覚
レ
看
こ
　
迂
－
沌

憲
【

ト
キ
ッ
ク
ス

〔
　
ツ
　
〕
説
尽

ル
　
　
　
　
　
に
ネ
タ
マ

〔
　
キ
　
〕
撃
一
秋
－
娘
妬
】

テ
　
　
レ
　
　
タ
ニ
　
ル

始
是
　
新
　
来
二
恩
1

チ
　
　
ナ
り

沢
】
時

ス

　

　

　

チ

〔
シ
ム
〕
謝
二
君
－
三
日

レ
　
ス
ル
　
一
t
　
　
シ
テ
　
　
セ
ヨ

莫
レ
辞
更
坐
　
弾
二

チ

一
－
曲
一

ノ
　
カ
タ
ラ
ビ

〔
　
ハ
　
〕
鴬
」
語

テ

弟
－
走

．
．
▼
ス
ー
　
　
チ

〔
ノ
ミ
〕
死
－
処

ミ

ル

　

　

　

テ

見
二
匹
－
雷
l

ル

　

キ

　

チ

守
〓
空
－
胎
】

（76）（44）（56）

（71）

（84）（97）（7）〔52）（
ご
巴

（88）〇
〇
－
）

（
2
8
）

（
5
4
）

（lC】）

セ
り
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
に

属
　
教
l
坊
　
第
一
部

ス

皐
ノ
コ
レ
り

五
－
雲
・
起
　
（
「
ヲ
コ
」
は

別
筐
）

テ
り
　
　
　
を

分
　
ゾ
知

ヌ

　

こ

と

を

　

　

の

覚
ゾ
有
二
　
道
1
滴
意
－

シ
ソ

説
し
尽

レ

キ

　

　

　

に

被
二
秋
l
娘
妬
】

て
　
　
レ
　
　
に
　
　
y
　
　
　
　
タ
ク
を

始
是
新
来
二
恩
－
沢
】

な
り

時
セ
ジ
ム
ラ
ク
　
　
　
　
　
こ

謝
二
　
　
君
－
三
一

レ
　
　
こ
と
　
　
に
　
　
て
セ
シ
メ
ヨ

莫
リ
辞
　
更
　
坐
　
撃
一

を
．

一
－
曲
一

の
は

門
臨
　
語

は
　
　
て

弟
走

貪

る

　

ノ

、

1

7

り

死

　

処

ユ
　
　
　
　
　
を
ノ
、
I

見
二
匹
－
冠
－

レ
　
　
　
　
　
　
を
ノ
ミ

守
〓
空
－
舷
】

ソ
　
　
y
モ
ム
カ
ッ
ヨ
り

何
　
必
　
曾

ジ
ル
ア
ラ
ン

識

【HH
・芥J

（－00

ハ
　
　
ク
　
ヨ
ウ

〔
ニ
〕
後
　
六
l
公
（
「
ヨ
」
は
マ
マ
）

チ

金
－
屋
紅
－
成ヤ

ン
テ

玉
－
楼
宴
L
罷

ノ

九
－
重
　
城
－
闘

ノ

泥
－
士
伸

ノ

此
　
時

ノ

昭
陽
殿
芸

ノ

道
菜
宮
　
中

長
－
生
－
殿
・
夜
－
半

ノ

前
l
月

（85）（12）（12）（18）（28）（90）（53）（53）（59）（
－
○
巴

セ

ル

ナ

レ

ハ

天
－
渥
愉
－
落
　
人
　
（
H
O
↓
）

ノ
．

〔
　
ヲ
〕
寛
裳
羽
－
衣
釧

ク
レ
ナ
イ
ス
　
　
バ
ラ
ハ

紅
　
不
レ
掃

ア
ハ
レ
ム

チ〔
ノ
〕
可
レ
燐
光
1
彩
生
ニ

ー
1
門
－
戸
】

ム
カ
ジ

何
必
・
曾
　
相
l

レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ム

裁
シ
モ
ア
ラ
ム
・
ツ
ル
ナ
ラ
ム

一
－
．
ム

後
　
緑
－
腰

に
ヨ
ソ

金
－
屋
l
粧
l
戌

に
　
　
　
ヤ
ム
テ

玉
1
楼
∵
宴
1
罷
て

の
　
　
　
　
　
に

九
－
重
　
城
－
閲

の

　

に

泥
－
土
　
中

の

　

に

此
　
時

の
ウ
チ
に

照
－
揚
－
殴
冥

の

　

に

蓬
－
苑
－
宮
　
中

－

　

　

　

こ

長
生
殿
　
二
役
半

サ
キ
の
　
　
に

前
　
月

こ
　
　
　
　
　
セ
ル
　
ナ
レ
ハ

天
－
源
治
－
落
　
人

の
　
　
　
　
の
．
1
－
列

寛
－
裳
　
羽
－
衣
　
曲

を
　
　
　
ハ
ラ
バ

紅
　
不
リ
括

サ
イ
の
　
ル
こ
と
を

可
／
憐
・
光
－
彩
　
筆
一
レ
ル
コ
L
r

一
－

門
L
P
u
　
（
「
サ
イ
」
は
別
撃
）
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一

教
－
坊
第
－
一
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二

西
－
苫
前
－
花

′

　

ル

梧
－
桐
琵
」
洛
暗

′

　

ヒ

ヲ

君
－
王
昆
－
転
　
息

看

二

一

1

人

一
ノ

九
1
聾
恨
　
裏

（96）（33）（32）（40）（45）（47）

琵
－
琶
－
行

（
〓
巴
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ワ

ス

レ

カ
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ラ
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コ

ト
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〔
テ
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忘
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テ
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∵
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看
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人
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官
　
住
－
臣

に

　

ク

　

　

す

る

　

の

　

ト

（
7
9
）
　
晴
　
間
・
弾
1
着
　
誰

フ

タ

レ

ソ

ト

誰
】

2
、
伝
道
真
点
と
金
沢
文
庫
本
と
で
、
同
箇
所
の
詑
流
語
を
異
に
す
る
も

の
。

〔

ヲ

1

1

ニ

〕ヲ
㍉
．
ス
　
　
ヲ

酔
　
和
レ
春

l
 
r
セ
　
　
　
　
　
チ

報
二
蟹
－
成
一

シ

テ

　

　

　

　

　

ノ

コ

ト

ヲ

感
二
　
斯
－
人
　
言
一

シ
テ
　
　
レ
　
　
′
　
　
チ

感
二
　
我
此
　
言
】

タ
メ
一
l
カ
ン
セ
ン
カ

為
レ
感
こ
　
君
王
昆

ノ
　
　
ヒ
ヲ

転
　
恩
】

〔

ニ

1

－

1

ヲ

〕

ノ
ゾ
ラ
　
　
　
　
　
ニ

望
〓
郡
1
門
】

〔

テ

！

ト

モ

・

ハ

・

コ

ト

〕

カ
ッ
プ
キ
オ
コ
シ
テ

扶
－
起

て

　

す

　

に

（
1
2
）
　
酔
　
和
げ
春

七
．
．
．
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

（
4
6
）
　
報
二
理
－
　
成
】

フ
タ
カ
タ

て
　
　
　
の
コ
ト
に

（
7
0
）
　
感
斯
人
　
言

て

　

か

　

　

の

　

に

（
H
e
　
感
二
我
　
此
　
言
】

こ

　

　

　

の

ヲ

ム

　

の

に

（
州
）
　
為
感
l
一
君
王
　
展
転
　
恩
】

7

チ
　
　
テ
ィ
タ
マ
ジ
ム
ル
　
ヲ

見

′

月

傷

r

 

b

l
l
 
U
色

て

　

　

　

を

（
2
9
）
　
望
二
部
1
門
一

タ
ス
ケ
　
ト
モ

（
7
）
　
扶
　
起す
コ
ツ
て

レ
ハ
　
　
を
　
　
　
　
　
を

（
2
6
）
　
見
′
月
　
傷
ゾ
心
　
色

す
．



ハ
y
リ
チ
　
ッ
．
イ
ナ
ビ
カ
り
′

奔
　
如
′
冒

〔

バ

ー

ニ

・

テ

・

ト

キ

ニ

〕

り

　

　

レ

　

ハ

帰
l
来

ハ

　

　

チ

促
レ
絃

こ
と
　
　
　
　
　
の

（
4
1
）
　
奔
　
如
レ
電

レ

Ⅰ

ハ

（
3
0
）
　
々
　
（
帰
）
　
l
来レ
ル
二

ウ

ナ

カ

y

て

　

一

を

（
H
e
　
促
リ
　
　
絃（
「
て
」
は
塁
点
）

一
－
笑
　
百
－
拍
生

タ
ヒ
　
　
メ
ハ

ノ
　
コ
ヒ
　
ナ
ル

ヒ
　
　
ム
ト
キ
に
　
の
コ
ヒ
　
　
ル

（
5
）
　
一
笑
　
　
百
　
紐
生

〔
タ
リ
つ
ヌ
〕

フ
u
ソ
タ
り

顔
－
色
故

〔

タ

リ

ー

ス

・

ノ

〕タ
ル
　
　
ノ
　
ナ
カ
レ
ハ

幽
－
咽
　
兵
「
流

へ
ウ
　
ー
　
タ
ル
　
　
l
l

標
－
紗
　
問

ト
プ
チ
　
　
シ
ナ
り

参
－
差
　
　
　
是

フ
り
ヌ

（
】
0
－
）
　
顔
－
色
故
タ
u
ソ

す

る

　

の

　

　

レ

は

（
8
8
）
　
的
－
咽
　
泉
－
流

タ
ル

の

　

に

（
4
3
）
　
漂
－
秒
　
間

ジ
ム
　
y
t
r
（
y
）
て
　
，
ン
な
h
Y

（
嫡
）
　
参
－
差
　
　
是

タ
ル

（
「
シ
ム
シ
」
は
別
撃
）

〔
カ
ー
ノ
〕

カ
　
　
タ
モ
1
r
ヲ

仙
　
「
挟ナ

M
ソ
l
r

少
－
小

肖
実
字
の
訓
読
に
つ
い
て

1
、
伝
道
真
点
は
字
音
読
、

ト

シ

テ

風
－
頸

（
5
0
）
　
仙
－
挟

ノ

の

（
6
8
）
　
少
－
小

金
沢
文
庫
本
は
和
訓
読

に
と
　
（
ル
カ
へ
）
て

（
1
5
）
　
風
▼
　
恩

レ
イ
　
シ
ナ
レ
ハ

毘
－
質

．
ノ

金
　
歩
－
揺

フ
　
キ
ヨ
ウ
シ
ー
ヲ

班
】
黄
　
脂
】

カ
　
レ
イ
ハ

住
民

・
．
，
　
　
I
t

侍
′
夜

春
－
寒

仙
－
楽

ハ
ブ
セ

六
1
軍
不
F
発

ヒ
ク
ワ
シ
テ

血
－
涙
相
　
和

玉
－
勘ユン

池
－
苑

秋
－
雨

夢
－
魂

玉
－
容

探
－
情

シ
ツ
を

（
4
）
．
還
－
質

キ
　
　
ス
カ
タ
ナ
レ
ハ

（
「
キ
」
「
ス
」

に
合
点
あ
り
）

の

（
8
）
　
金
　
歩
－
揺

カ
ム
サ
シ

（
「
カ
」
に
合
点
あ
り
）

ア
　
　
　
　
キ
　
　
　
シ
　
を

（
6
）
　
況
　
凝
　
目
脂

ス
ー
ク
　
　
タ
ル
（
「
ス
」
に
合
点
あ
り
）

レ
イ

（
1
1
）
　
住
－
毘

カ
タ
チ
ヒ
L
r

ヘ
リ
　
　
　
を

（
1
2
）
　
侍
　
ゾ
夜

（
「
侍
」
の
左
に
「
侍
イ
」
）

′‾ヽ　　　′．ヽ　　　′’・ヽ　　　　（　　　　′一ヽ　　　　（

30　26　22　20　15　6
）　　　　　）　　　l J　　　　）　　　　　）　　　　　）

（　　　　　（　　　　′‾、　　　　（

55　51　47　32
）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

て

春
寒ノ
仙
楽

オ
コ

六
－
軍
不
レ
発

と

と

の

　

　

て

涙
血
　
相
－
和

ノ
　
チ
モ

玉
－
嵩
・

池
り
苑
モ

、
の
　
　
に

秋
　
雨

の

　

に

夢
　
中
の
　
カ
ホ

玉
－
容ナ
サ
ケ
を

深
－
情



（
例
外
）

天
－
上

人
－
問

イ
ン
　
キ
ン
l
一

段
－
勤

ハ
　
　
ス
　
ハ
ツ
セ

客
　
不
リ
発

テ
ン
シ
シ
ク
ヲ
（
「
y
ク
」
は
マ
マ
）

転
レ
朝

一
一

玉
－
盤

一
－
声

ノ

血
－
色

シ
テ

冷
－
落

カ
．
シ
テ
ナ
ル

践

　

作
か
J
H

旺
－
涙．ン

ウ
セ
り

低
－
湿

杜
I
的

ハ
イ
コ
問
鼓

フ
一
リ
ヅ
ヽ
，
・

ハ

シ

ノ

ラ

ヒ

ト

ヽ

ナ

レ

リ

初
　
長
－
成

シ
　
シ
ソ
カ
ナ
ル
イ
h
r
マ

無
二
閑
＝
　
暇
一

（57）（57）（58）

二
．
∵

（
8
2
）

（
8
7
）

（
9
2
）

〔
9
9
）

（
】
〇
〇

（
－
〇
〇

（
－
U
e

（
H
O
）

（
H
－
）

（
1
7
）

丁
メ
の

天
　
l
上

ヨ
ノ

人
－
問

農
勤

ネ
ム
コ
ロ

は
　
　
　
タ
l

客
　
不
レ
発

メ

ク

ラ

シ

　

を

転
∵
r
軸

ノ
玉
－
畳

一
l
芦

ノ

　

　

の

血
　
色

オ
ト
フ
レ
て

冷
1
落

ト
ブ
イ
チ
ナ
り
た
h
Y

掻

　

作

の

粧
　
涙

セ
リ

低
－
湿

タ

リ

　

ウ

ル

へ

り

杜
－
鴎
ホ
t
r
・
キ
ス

フ
リ
ヅ
ヽ
1
、

鞄
－
1
　
貴

′
カ

ン
サ

y

花
　
錮

サ
シ
ク
シ
ア
リ
　
ナ
1
1

損
l
　
　
頭

ア

サ

ナ

ノ

ー

　

ユ

フ

ナ

ノ

＼

ノ

朝
l
　
朝
暮
－
暮
　
情

ノ
　
バ
ナ

霜
1
華

ノ
　
ヒ
サ
シ

西
－
崗

ノ
ホ
ト
り
一
《

江
　
口

レ
ウ
ノ
モ
ト
一
一

陵
．
下

ウ
レ
ヘ
子
　
，
ン
　
モ
ノ
オ
フ
モ
ノ

惰
　
無
二
言

ノ

　

　

　

ノ

ソ

コ

ハ

ク

ノ

コ

ト

チ

心
－
中
無
－
限
事

ノ

（
2
1
）
　
花
－
錮

ノ

　

　

カ

ム

サ

シ

サ
▲
ソ

（
2
1
）
　
掻
1
頭

サ
シ
　
　
ク
シ

の

（
2
5
）
　
朝
－
々
幕
1
々
情

（
3
7
）
　
霜
－
花に

（
4
6
）
　
西
－
旛こ

（
一
c
e
　
打
－
口

一
－

（
9
5
）
　
陵
－
下

と
（
シ
）

て
　
　
シ
　
コ
ト

（
9
3
）
　
拍
　
　
　
無
二
言

の

　

　

の

　

を

（
錮
）
　
心
－
中
無
1
限
　
事

右
の
例
外
の
中
に
は
、
金
沢
文
抵
本
に
字
音
読
と
和
訓
読
と
の
両
訓
が
あ

り
、
伝
道
真
点
が
そ
の
一
方
と
一
致
す
る
も
の
が
五
例
も
見
ら
れ
る
。
．

2
、
伝
道
真
点
と
金
沢
文
障
太
と
で
和
訓
の
異
な
る
も
の

・－　9　－・．

て
　
　
　
　
　
セ
り

初
長
－
成

ヒ
　
　
　
レ
り

カ

無
二
閑
】
暇
一

ノ

　

チ

ト

，

I

シ

カ

フ

シ

テ

春
　
甘
苦
－
短

チ
　
　
ユ
　
タ
　
ク
タ
ル

就
け
中
泣
」
下

ア

メ

カ

シ

タ

シ

P

シ

メ

ス

コ

ト

御
－
　
宇

ノ
ナ
セ
ル
レ
イ
　
シ
ナ
レ
ハ

天
　
生
　
E
I
質

す

モ

ト

コ

ト

侍
－
児

1

ト

　

て

（
9
）
　
々
々
　
（
春
脊
）
苦
－
短

ナ
ケ
キ
　
こ
と
を

コ
ノ
　
　
に
　
の
　
ル
コ
ト

（
〓
巴
　
就
中
泣
　
下

の
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

丁
ノ
シ
シ
タ
ヲ
、
サ
ム
ル
・
ク
ー
t
 
y
P
ソ
メ
ス

（
2
）
　
御
－
　
寓

ア
ノ
ノ
シ
タ
　
シ
P
シ
メ
ス

の
　
　
レ
ハ
　
　
　
　
シ
ツ
を

（
4
）
　
天
　
生
　
毘
－
質

ナ
セ
ル
　
キ
　
　
ス
カ
タ
ナ
レ
ハ

〔
「
キ
」
「
ス
」
に
合
点
あ
り
）

オ
モ

（
7
）
　
侍
〓
　
児

ワ
ラ
ヘ



カ
シ
ソ
キ
オ
コ
シ
テ

扶
l
起

（7）

ミ
タ
リ
ニ
　
　
ラ

慢
－
舞

ミ
レ
ト
モ
　
　
ス
　
ア
カ

宕
　
不
リ
足

ウ

コ

カ

シ

　

テ

　

ル

動
∴
r
地
．
来

て

レ

ナ

り

　

ノ

ユ

ク

コ

ト

少
　
二
人
－
行
一

カ

バ

ラ

ス

サ

マ

シ

フ

シ

サ

瓦
－
冷

キ
ク
ナ
ラ
ク

聞
1
　
遺

シ

テ

ト

・

ノ

ヘ

不
レ
整

ヨ
セ
　
モ
テ
　
　
ル

寄
l
将
去

タ

マ

〈

　

　

ミ

ル

会
　
相
見

サ

，

メ

コ

ト

セ

シ

ト

キ

私
－
　
語
時

ナ
リ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ト

作
〓
比
1
翼
鳥
一

ウ

レ

ヘ

テ

惨ム
カ
へ
テ
　
　
ヒ
　
モ
ル

遊
　
相
－
見

チ
タ
ヒ
ヨ
ハ
ヒ
　
　
タ
と
ヨ
ハ
一
丁

千
－
呼
　
蕾
l
喚

（16）（16）（17）（24）（37）（47）

・（49）

（55）（57）（59）（60）（77）（80）（81）

タ
ス
ケ
　
　
ト
モ

扶
－
起
オ
コ
シ
て

（
［
霊
監
口
離
耀
）

ユ
ル
ク
　
　
て

慢
l
露

ミ

（

レ

）

ト

（

モ

）

　

　

　

ア

キ

（

タ

ラ

）

り

省
　
　
　
　
不
ゾ
足

ユ
ル
イ
て
　
　
を
　
ル
（
「
勤
し
に
「
ウ
」

動
　
－
地
　
采
　
も
あ
り
）

ユ
ス
テシ

　

カ

ン

少
〓
行
l
八
一

ヒ
て

瓦
冷ス

イ

フ

ナ

ヲ

ク

聞
t
　
遺

て
　
ツ
ク
ワ
ハ

不
ゾ
整モテ

　
イ
ヌ
。

寄
－
将
去
て

タ

マ

〈

会
　
相
－
見

カ
サ
ネ
て

サ
・
ヤ
キ
コ
ト
　
　
セ
ジ

私
　
　
　
語
　
時

タ
ラ
も
　
　
　
ヨ
ク
の

作
〓
比
十
翼
　
鳥
一

ウ

レ

ヘ

テ

惨Iへ
タ
ム
て

ナ
イ
キ
テ
　
　
　
　
　
　
レ

遺
　
相
－
見

タ
ヒ
　
　
　
　
ヨ
　
　
て

千
1
呼
万
　
喚

y
キ
リ
ー
一
　
丁
マ
タ
・
ヒ

サ
シ
カ
ク
セ
リ
　
　
チ

遮
り
　
　
面

カ
ク
コ
ト
　
　
ヲ

駁
レ
　
粒

カ
　
ヒ
ネ
ー
ー
ミ
タ
ワ
ニ
ヒ
ネ
テ

軽
摘
、
憬
　
据

サ

，

メ

コ

ト

ノ

私
－
語

コ
ホ
u
リ
ノ
モ
ト
ニ
ナ
ヤ
ム

氷
l
下
　
難

シ
バ
ラ
ク
ヤ
ム

暫
　
軟
lホ

ト
バ
ジ
ル

水
－
拝
送

ナ
ル
成ア

ラ
ソ
テ

争コ
ホ
シ
テ
　
ケ
カ
ル

翻
レ
酒
汚

ナ
チ
⊥
∴
ワ
ニ
　
ワ
タ
ル

等
　
1
　
閑
度

ウ
リ
　
　
　
チ
サ
ル

買
レ
茶
去

ニ
ユ
ノ
ム

忽
　
夢

シ
テ
　
　
レ
　
　
ノ
　
　
ヲ

感
〓
我
　
此
　
言
－

サ

キ

ノ

　

　

コ

へ

二

向
L
別
声

（86）（88）

（帥）
（の）

（96）
（98）

（錮）

（－CO）

（
－
○
巴

（
－
〇
℃

（
〓
こ
）

（
〓
ご

サ
シ
カ
ク
セ
り
　
を

退
　
　
　
団

カ
ク
ス

カ
ク
コ
ト
　
　
　
を
　
一

摂
　
り
　
紋

ハ

ラ

フ

コ

ト

聖
輿
喝
ク
輿
て

ヒ
ネ
1
1
　
　
　
　
ヒ
ネ
1
J

（
「
ヒ
ネ
リ
」
は
共
に
右
傍
）

サ
、
ヤ
イ
コ
ト
の

私
l
語

の
シ
タ
に
ナ
ヤ
ム

氷
　
下
　
難
ナ
ヤ
マ
ッ

ク
ヤ
ム

哲
　
歓ヅ
キ
ヌ
・
ト
・
マ
ル

ホ
ト
コ
ル

水
1
草
道ハ
ヒ

コ

ル

ス

成Iq
（
ブ
イ
）
て

争コ
ホ
シ
刀
ケ
て
　
を
ケ
カ
ス

却
　
レ
　
酒
汚

ナ

ヲ

サ

リ

カ

テ

ラ

ニ

　

ル

等
　
－
　
閑
圧

力
ヒ
テ
　
　
を
イ
キ

買
レ
茶
∵
去Jつ
ヌ

ー
　
　
　
レ

忽
l
夢
ノ

て

　

か

　

の

　

に

感
二
我
　
此
　
言
－

キ
シ
カ
タ
の
　
　
　
に

向
－
前
声

サ
キ

10



ウ
ル
ホ
へ
り

湿

田
対
句
の
訓
法

〔
中
止
1
終
止
〕

テ

　

テ

金
－
屋
粧
l
成
橋

シ

　

一

《

侍
／
夜
蓋
し
棲
宴
l

ヤ
ン
テ
　
　
テ
l
一
ス
　
　
ヲ

罷
　
酔
　
和
げ
春

ウ
ル
へ
u
ソ

（
ご
∞
）
　
湿

ハ
　
　
エ
車
力
ハ
ク
ハ
ナ
リ

在
レ
天
福
　
　
作
〓
比

ノ

　

ト

　

ハ

　

ニ

ー
翼
　
鳥
一
在
／
地
「
厩

ナ

ラ

ン

　

　

　

　

ノ

ユ

タ

ト

為
〓
違
－
望
一
校
一

国
　
訓
み
方
の
順
序
の
相
違

フ
　
コ
ク
チ
　
　
　
　
　
／

賜
り
浴
．
歪
－
清
　
池

ノ

不
レ
見
〓
玉
－
顔
空

ジ
ス
ル
　
　
チ

死
－
処
一
ナ
カ
ク
　
　
　
ヒ
ナ
y
ク
ト
モ

天
－
長
　
地
】
久

チ
　
　
ッ
キ
ナ
ン

有
ゾ
時
尽

に

　

ク

　

　

ニ

忽
聞
水
－
上
琵
1

ノ

　

　

⇒

ノ

琶
　
声

に

ヨ

ソ

　

　

て

　

て

　

　

ヘ

リ

金
1
屋
旺
－
成
　
橋
侍
F

を
　
　
　
　
　
に
　
　
　
ヤ
ム
テ
　
　
て

夜
　
三
－
櫻
∵
宴
－
罷
　
酔
．

て

丁

　

　

に

和
り
春

（
誓
　
（
「
橋
］
は
右
傍
絹
入
。

へ
り
′

「
侍
」
は
連
用
形
か
終
止
形

か
不
明
）

は
　
　
に
　
　
は
タ
ラ
ム
　
　
　
ヨ
ク
の

在
レ
天
・
福
作
＝
比
－
翼

は

　

に

　

は

タ

ラ

ム

鳥
一
在
レ
地
・
厩
　
為
〓
連
－

の

（
6
0
）
　
望
一
校
一

ハ
ル
　
　
を

（

6

）

　

賜

一

一

浴
エ

（
2
8
）
　
不
ゾ
見
一
三
－
顔
二
　
空
死

の

　

に

輩
－
清
∴
抱
一

チ
モ
　
　
　
　
た
る

ノ

ミ

丁

り

処

ク
．

天
長
・
地
久

（

6

1

）

　

　

こ

と

尽
一に

　
　
て

シ
キ
　
　
と
も
　
　
に

・
看
〓
時

の
　
　
　
の

（
7
8
）
　
忽
閏
〓
水
－
上
琵
琶
　
芦
一

㈹
　
本
文
の
洪
字
の
字
句
の
異
同
（
略
し
　
（
次
節
参
照
し

以
上
H
～
関
の
相
違
の
項
目
で
、
所
属
例
の
多
い
項
目
は
口
の
中
の
読
流

語
の
有
無
と
、
⇔
実
字
の
訓
読
に
つ
い
て
和
訓
読
と
す
る
か
字
音
読
と
す
る
か

の
相
違
例
で
あ
る
。
こ
の
二
項
目
は
、
一
般
に
、
本
文
が
同
じ
二
種
の
訓
点
資

料
で
訓
法
が
異
な
る
時
に
、
相
違
を
整
理
し
た
結
果
、
き
ま
っ
て
得
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
（
注
1
4
）
。
こ
の
相
違
は
、

A
、
同
一
内
容
の
洪
文
で
、
訓
法
を
異
に
す
る
二
資
料
に
つ
い
て
、
個
々
の

相
違
例
を
厨
に
よ
っ
て
環
め
た
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
、
多
数

例
が
同
類
を
成
し
て
、
そ
の
二
資
料
間
の
相
違
の
重
要
項
目
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。

B
、
二
資
料
毎
の
比
較
を
、
諸
種
の
内
容
の
漢
文
－
例
え
ば
文
莞
・
老
子
・
一

一
二
略
・
論
語
・
朗
詠
集
の
洪
詩
句
・
玄
奨
表
啓
・
法
輩
経
・
十
輸
経
・
　
1
1

観
改
勒
経
賛
等
1
1
に
つ
い
て
行
な
っ
た
臨
輿
い
ず
れ
に
も
共
通
し
一

て
得
ら
れ
る
項
目
で
あ
る
こ
と
。

°

の
A
B
二
点
か
ら
、
こ
れ
は
、
訓
法
上
の
相
違
を
形
成
す
る
「
相
違
の
型
」
と

認
識
さ
れ
る
。
そ
こ
で
口
読
添
語
の
有
無
を
「
相
違
の
刑
己
」
、
臼
実
字
0
訓

読
に
お
け
る
和
訓
読
か
字
音
読
か
を
「
相
違
の
塾
島
」
と
す
る
。
「
相
違
の
塾

口
」
　
「
相
違
の
型
肖
」
は
、
種
々
の
場
合
に
認
め
ら
れ
そ
の
所
属
例
奴
も
多
い

も
の
で
あ
る
か
ら
、
訓
法
比
較
の
方
法
に
お
け
る
基
本
的
な
塾
と
考
え
ら
れ

る
。
「
相
違
の
型
」
相
互
の
関
係
に
日
を
転
ず
る
に
、
そ
の
組
合
せ
に
一
定
の
き

ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
今
、
訓
法
を
比
較
し
た
二
資
料
を
仰
の
と
す
る
と
、
第

一
に
、
「
相
違
の
塾
口
」
に
お
い
て
、

何
で
詑
添
吾
が
あ
る
、



幻
で
は
そ
の
箇
所
に
試
添
語
が
無
い
。

と
い
う
場
合
に
は
、
「
相
違
の
型
臼
」
で
は
、

和
訓
読
に
す
る
の
は
駒
で
あ
り
、

字
音
読
に
す
る
の
は
め
で
あ
る
。

と
い
う
関
係
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、
「
読
添
語
が
あ
る
」
と
「
和
訓
託
に

す
る
」
と
は
共
通
す
る
訓
読
態
度
で
あ
り
、
「
読
添
箆
が
無
い
」
と
「
字
音
読

に
す
る
」
と
が
共
通
す
る
訓
読
態
度
だ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
幻
は
陶
の
別
法

に
対
し
て
、
比
較
的
に
訓
読
調
の
勝
っ
た
訓
法
を
持
っ
て
い
る
轟
の
現
れ
と
解

せ
ら
れ
る
。

凡
そ
、
．
「
相
違
の
型
」
に
は
右
の
日
日
の
外
に
、

H
助
字
の
別
法

が
、
重
要
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
、
又
H
O
告
の
各
々
に
つ
い
て
も
場
合
に
よ

り
細
分
さ
れ
る
。
例
え
ば
H
で
は
山
「
平
安
初
期
特
有
別
法
」
の
有
無
、
又
は

侶
「
助
字
に
お
け
る
仏
書
的
別
法
」
の
有
無
、
口
で
は
「
平
安
初
期
特
有
の
読

溺
語
」
の
有
無
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
相
違
の
塾
」
相
互
の
組
合
せ
に

覧
通
り
か
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
次
の
如
き
訓
詑
態
度
の
違
い
右
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
一
内
容
の
浜
文
に
つ
い
て
、

I
、
平
安
初
期
加
点
資
料
と
平
安
中
期
以
降
加
点
資
料
の
比
較
の
場
合
に
認

め
ら
れ
る
徴
表
と
し
て
の
「
型
」
、

の
「
相
違
の
塾
H
」
即
ち
、
助
字
の
訓
法
の
相
違
し
就
中
、
「
平
安
初
期

特
有
訓
法
」
の
有
無
。

回
「
相
違
の
型
臼
」
。
即
ち
、
読
添
語
の
相
違
。
就
中
、
「
平
安
初
期
特

有
詑
添
語
」
の
有
無
。

の
「
相
違
の
塾
魯
」
。
即
ち
、
宍
字
訓
に
お
け
る
和
訓
説
か
字
音
誹
か
の

相
違
。

で
あ
る
。
Ⅱ
、
平
安
後
期
以
降
に
お
け
る
、
博
士
家
の
家
学
の
相
違
の
反
映
と
し
て
認

め
ら
れ
る
「
塾
」
、

川
「
相
違
の
塾
口
」
、
即
ち
読
添
語
の
有
無
。

回
「
相
違
の
型
邑
」
、
即
ち
実
字
の
和
訓
読
か
字
音
読
か
。

博
士
家
の
家
学
勘
の
相
違
は
、
主
と
し
て
「
相
違
の
型
口
彗
」
に
顕
著
に
現

わ
れ
、
l
に
お
け
る
「
塾
0
邑
」
と
も
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
又
博
士
家
の

菅
原
家
と
藤
原
家
及
び
大
江
家
、
清
原
家
と
中
原
家
と
い
っ
た
内
部
で
の
各
々

毎
に
質
的
な
「
塾
」
の
異
な
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
多
言
を
項
す
る
重
要
な

写
実
で
あ
る
の
で
、
紙
幅
の
都
合
上
、
丑
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
語
る
こ
と

に
す
る
。

Ⅲ
、
蒔
籍
に
お
け
る
、
平
安
後
期
・
鎌
倉
期
加
点
だ
料
と
室
町
期
加
点
資
料

と
の
比
較
の
場
合
に
徴
表
と
し
て
認
め
ら
れ
る
「
型
」
、

帥
「
相
違
の
型
臼
」
。
説
添
語
の
看
無
。
こ
の
場
合
の
読
応
諾
は
I
の
そ

れ
と
甚
し
く
異
な
り
又
丑
の
そ
れ
と
も
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

㈱
「
相
違
の
型
邑
」
。
実
字
の
和
訓
読
か
、
字
音
読
か
。

困
「
相
違
の
型
H
」
の
中
、
「
助
字
に
お
け
る
仏
書
的
訓
法
」
の
有
無
。

の
一
二
つ
の
場
合
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
伝
道
兵
点
と
金
沢
文
駈
本
と
の
訓
法

の
相
違
を
、
右
の
ー
丑
Ⅳ
Ⅱ
の
徴
表
に
沼
し
て
見
る
と
、
〔
Ⅲ
〕
の
場
合
の
型
に
合

う
こ
と
が
判
明
す
る
。
即
ち
、
要
点
を
言
え
ば
、
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
二
資
料

に
お
け
る
相
違
に
は
、
H
助
字
の
　
「
平
安
初
期
特
有
別
法
」
　
や
口
読
添
語
の

「
平
安
初
期
特
有
窯
」
が
認
め
ら
れ
ず
、
却
っ
て
、
「
助
字
に
お
け
る
仏
書
的

－12－



別
法
」
（
＝
室
町
期
の
漠
符
の
訓
法
に
も
見
ら
れ
る
）
が
表
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
「
相
違
の
坦
」
に
よ
る
判
定
が
〔
里
だ
と
す
る
と
、
比
較
し
た
所
の

二
資
料
の
一
方
が
、
鎌
倉
時
代
琵
琶
二
年
加
点
の
苗
括
で
あ
る
か
ら
、
残
る
伝
道

琴
点
の
訓
法
は
、
≡
町
時
代
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
落
ち
て
来
る
の
で
あ
る
。

ノ

末
央
　
柳
芙
－
蓉

伝
遺
真
点
が
、
這
兵
生
存
の
平
安
初
期
の
も
の
で
な
い
事
は
、
本
文
の
字
句

の
頭
か
ら
も
、
指
摘
で
き
る
。
即
ち
、
伝
道
共
点
本
の
本
文
は
、
次
の
如
く
北

宋
刊
本
の
系
統
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
事
が
判
明
す
る
。
こ
の
事
は
、
金
沢
文

拝
本
文
任
墓
十
二
に
北
宋
刊
本
系
の
異
本
に
よ
る
校
合
書
人
が
「
招
本
…
＝
」

「
唐
本
：
…
」
と
し
て
あ
り
（
注
持
し
、
伝
遠
真
点
本
の
字
句
は
、
比
の
異
本

の
「
招
本
」
の
文
字
に
殆
ど
一
致
す
る
事
か
ら
証
せ
ら
れ
る
。
以
下
に
、
そ
の

字
句
の
比
較
を
元
す
。

シ

　

マ

ユ

／

タ

イ

シ

テ

ニ

如
レ
眉
　
封
レ
此
　
奈
l

ソ
ナ
ン
タ
サ
ラ
ン
タ
レ

何
　
涙
　
不
レ
垂
二
春
－
風

－
一

両
－
花

道
1
士

へ
ゥ
ー
ー
タ
ル

漂
－
紗

ア
サ
ナ

字
　
玉
1
真

ヒ

　

ヤ

ウ

　

ム

カ

テ

　

に

（
3
0
）
　
未
－
矢
の
柳
封
レ
此
　
如
1

0

　

　

0

　

て

0

シ

テ

カ

U

　

　

　

　

　

レ

何
　
不
二
涙
垂
一

°

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

°

　

　

°

摺
本
元
之
　
　
　
　
芙
蓉

の

　

　

　

　

　

の

　

に

如
レ
眉
　
○
　
春
風

（31）

封
比
如
何
不
振
垂
摺
本

こ

（
3
3
）
　
再
1
内

（
「
内
」
の
右
に
「
苑
摺
本
」
）

（
3
9
）
　
方
－
士

（
「
方
」
の
右
に
「
遺
招
本
」
）

の

（

空

　

漂

1

秒

　

　

　

　

　

　

一

（
「
紗
」
の
右
に
「
紗
摺
本
」
）
　
1
3

は

　

　

と

（
4
5
）
　
名
　
玉
妃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

（
伝
道
真
点
の
本
文
）

ケ
イ
一
一

決
l
関

チ

　

　

エ

侍
レ
婁

オ
ホ
テ
チ
モ
テ
チ

托
〆
面

メ

ク

り

メ

ク

リ

テ

柴
－
紆

（
金
沢
文
薩
本
）

こ

（
3
）
　
深
－
窓

（
「
窓
」
の
右
に
「
閏
招
本
」
）

て

　

に

（
1
0
）
　
痕
宴

（
「
置
－
の
右
に
「
雲
招
本
」
）

チ
ホ
デ
　
　
を

（
2
2
）
　
掩
F
眼

（
「
眼
」
の
右
に
「
両
」
）

て

（
2
3
）
　
崇
1
担

（
「
廻
」
の
右
に
「
紆
摺
本
」
）

夢
－
魂

カ
イ
ト
り
　
　
チ

踵

リ

衣タ
ユ

恩
－
愛
絶

シ
　
ノ
ソ
メ
ハ

下
－
望

テ

（
「
名
」
の
右
に

の

　

に

（
4
7
）
　
夢
　
中

（
「
中
」
の
右
に

を

（
4
8
）
　
挙
り
衣

（
「
撃
」
の
右
に

ツ
キ
ヌ

（
5
3
）
　
恩
－
愛
欲

（
「
歓
」
の
左
に

ク
タ
シ

（
5
4
）
　
下
－
視

（
「
視
」
の
右
に

L
r
リ
て

「
字
招
本
」
）

「
魂
摺
本
」
）

「
損
摺
本
」
）

「
絶
摺
本
」
）

「
望
招
本
」
）

を

酵
将
琶
臼
l
物
一

エ

（
5
5
）
　
空
持
〓
讐
－
物
一

（
「
持
」
の
左
に

「
将
摺
本
」
）



ト
＿
メ
　
　
　
　
　
　
チ

寧
一
J
 
I
股
－

ル

　

チ

送
〓
客
一
扮
－
浦
ノ
ホ
ト
リ
l
一

ロ
ー

舟
－
槍
ノ
中
l
l

モ

ト

　

ノ

本
長
安
唱
－
女

イ
フ日
〓
琵
琶
行
一

ナ
リ

（
ナ
シ
）

ハ
ク
コ
ウ

後
六
公

ト
シ
テ

小
－
按
切
－
切

切
－
切

ア
テ
Ⅰ
ム
ネ
ニ
カ
ク

当
l′
心
裏

ハ
テ
カ
ホ
レ
ウ
ノ
モ
ト
ユ

家
事
－
蝦
幕
陵
下
一

ス
チ
撃
】
初
－
離
一

ス
チ
臥
リ
病

を

（

5

6

）

　

留

二

一

－

銘

一

（
「
鈷
」
の
左
に
「
股
摺
本
」
）

て

を

ル

　

　

の

に

（
6
4
）
　
送
　
客
∴
至
〓
扮
－
浦
　
ロ
ー

（
「
至
」
の
右
に
「
招
本
元
」
）

舟
摺
本

一

　

こ

（
6
4
）
　
船
○
中

摺
本
光
　
の
ウ
タ
メ
ノ
　
の
ム
ス
ノ
ナ
リ

（
6
6
）
　
本
是
長
安
侶
－
家
　
女

招
本
元

（
7
2
）
　
日
琵
－
琶
引

（
「
引
」
の
左
に
「
行
摺
本
」
）

摺
本
元
琵
琶
引

一
．
上

（
8
5
）
　
後
　
綬
－
腰

六
　
公
摺
本

は
　
　
　
と
（
シ
）
て

（
8
6
）
　
小
－
放
　
琉
々

（
「
切
々
摺
本
」
）

（
8
7
）
　
罵
－
々
　
（
右
傍
「
切
々
招
本
」
）

ア
て
ム
ネ
ニ

（
9
2
）
　
当
心
　
尽
　
（
「
書
摺
本
」
）

、

て

　

　

の

　

　

に

（
9
5
）
　
家
近
　
蝦
－
嘉
陵
－
下

（
「
近
」
の
右
に
「
在
摺
本
」
）

ス

　

　

を

（
－
○
巴
　
軽
離
－
別

（
「
別
」
の
右
に
「
．
摺
本
」
）

て

　

セ

リ

（
】
○
巴
　
病
　
臥
⇒
臥
」
の
右
に
「
．
摺
本
」
）

但
し
次
の
如
き
「
招
本
」
と
不
一
致
も
あ
る
。

カ
　
オ
ヒ
ク
リ

青
－
蛾
老

，
く
タ
レ
テ

半
－
偏

ラ

ン

　

カ

ン

涙
瀾
－
千
一

サ
レ
ハ
　
　
サ
　
ヨ
ロ
コ
ヒ
チ

、
不
レ
成
r
歓

ア
ン
l
l
　
　
フ

曙
　
関

テ
　
　
テ
キ
タ
ル

始
　
山
田
　
菜

コ

ホ

リ

ノ

モ

ト

ニ

氷
l
下

ノ

東
l
船

最
後
の
例
の
如
き
例
外
は
あ
る
が
、

お
り

（
3
4
）
　
青
－
蛾
老

（
「
蛾
」
の
右
に
「
城
摺
本
」
）

タ
ラ
ル

（
4
9
）
　
半
偏

1
1
タ
レ
て

（
「
偏
」
の
左
に
「
垂
招
本
」
）

タ
リ

（
5
1
）
　
涙
瀾
－
干

（
「
涙
」
の
右
「
洞
摺
本
」
）

な

（
7
7
）
　
不
成
歓

（
「
歓
」
の
右
に

に

　

ク

〔
7
9
し
　
晴
　
間

へ
「
暗
」
の
右
に

て

　

　

レ

u

ソ

（
8
1
）
　
始
　
田
－
来

〔
「
出
」
の
右
に

ハ
、
．
．
々
に

（
8
8
）
　
氷
　
下

（
「
氷
」
の
右
に

の

（
9
3
）
　
某
　
船

（
「
扮
」
の
右
に

「
拗
招
本
」
）

「
閻
摺
本
」
）

「
坐
招
本
」
）

「
水
摺
本
」
）

「
舟
招
本
」
）

14

前
掲
例
に
よ
れ
ば
、
伝
道
真
点
本
の
本
文

は
、
摺
本
の
預
銃
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

金
沢
文
庫
本
文
集
の
「
摺
本
」
が
北
宋
刊
本
で
あ
る
尋
に
つ
い
て
は
、
花
房

英
樹
博
士
の
指
摘
が
あ
る
。
（
「
自
民
文
環
の
批
判
的
研
究
」
八
五
頁
）
。
北
宋

は
九
六
〇
年
（
わ
が
平
安
中
期
天
徳
四
年
）
建
国
、
二
二
六
年
（
院
政
期
、

大
治
元
年
し
ま
で
続
く
。
我
が
国
へ
の
白
氏
文
集
「
招
本
」
の
渡
来
は
、
記
録



に
よ
る
と
、
御
望
関
白
記
罵
弘
七
年
十
一
月
二
十
八
日
、
長
和
二
年
九
月
十
四

日
で
あ
る
（
注
1
6
し
。
さ
す
れ
ば
、
本
文
の
上
か
ら
し
て
も
道
真
時
代
の
も
の

と
は
見
難
く
、
之
が
直
ち
に
「
道
真
点
」
な
る
事
を
否
琵
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
此
の
招
本
と
菅
原
家
所
用
と
の
関
係
を
見
る
に
、
先
ず
、
源

氏
物
語
中
に
長
恨
歌
の
訓
読
文
を
訂
し
た
一
節
が
あ
っ
て
、

「
ふ
る
き
枕
ふ
る
き
貪
た
れ
と
と
も
に
か
」
と
あ
る
所
に
（
撃
三
六
）

と
あ
る
。
之
を
金
沢
文
庫
本
に
は
同
じ
く
、

キ
　
　
　
　
キ
　
フ
ス
マ
　
　
　
　
　
　
　
セ
ム

彗
l
枕
故
t
会
　
詑
与
　
共

と
あ
る
。
し
か
る
に
、
伝
送
真
点
で
は
、

フ
ス
マ
サ
ム
フ
シ
ラ
ク
レ
下
l
r
モ
ユ
カ
セ
ン

茹
－
翠
藁
　
等
　
誰
　
興
　
共

と
異
な
っ
て
お
り
、
刊
本
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
花
房
博
士
に
よ
る
と
前
者
の

金
沢
文
撞
木
の
本
文
は
紹
異
本
以
下
の
刊
本
に
は
見
え
な
い
と
い
わ
れ
る
〇
別

掲
書
九
八
頁
）
。
（
金
沢
文
拓
本
の
こ
の
箇
処
に
は
「
招
本
」
に
よ
る
注
記
が

な
い
）
。
所
で
、
源
氏
物
語
に
所
引
の
洪
詩
句
は
別
法
及
び
作
者
の
父
親
の
学

続
よ
り
測
る
に
、
菅
原
家
の
所
伝
と
考
え
ら
れ
る
（
注
1
7
）
。
さ
す
れ
ば
、
源

氏
物
語
に
よ
る
に
、
当
時
菅
原
家
所
用
の
本
文
は
「
招
本
」
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
金
沢
文
撞
木
文
責
巻
五
十
四
に
は
「
管
大
府
禍
本
」
に
よ
る
校
合
が

あ
る
。
巻
五
十
四
の
関
係
詩
語
は
、

軍
元
五
年
正
月
三
日
借
討
管
大
府
姻
　
為
長
　
証
本
移
両
点
多
散
不
審
車

（
「
為
長
」
は
長
沢
規
短
也
侍
士
は
「
兼
登
」
、
閑

靖
博
士
は
「
為
喜
」
と
讃
ま
れ
る
。
巻
六
十
九
に

よ
る
と
「
為
長
」
と
あ
り
、
原
本
を
再
髭
調
査
し

て
「
為
長
」
と
読
ん
だ
。
）

と
あ
る
。
そ
の
巻
五
十
四
の
校
合
中
に
、

「
菅
大
府
如
本
以
下
有
十
五
篇
詩
而
招
本
無
之
」

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
菅
大
府
拍
太
と
摺
本
と
は
本
文
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ

た
事
が
判
る
。
右
の
二
例
の
示
す
所
は
菅
家
所
用
の
本
文
が
招
太
で
は
な
い
こ

と
を
語
っ
て
い
る
。四

伝
道
真
点
が
室
町
時
代
の
訓
点
で
あ
る
事
は
、
清
原
宣
罠
点
の
長
恨
歌
・
琵

琶
行
と
殆
ど
一
致
す
る
事
に
よ
っ
て
も
判
明
す
る
。
宣
賢
点
は
、
川
碩
一
馬
博

士
に
よ
る
と
、
阪
本
竜
本
文
庫
本
の
長
恨
歌
・
琵
琶
行
が
之
と
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
（
阪
本
冠
門
文
庫
覆
泉
叢
刊
之
四
、
解
説
し
。
同
本
の
巻
末
に
は
、
宣
賢

の
孫
、
清
原
枝
賢
の
「
永
祓
第
八
（
一
五
六
五
〕
十
二
月
十
六
日
於
揚
明
吉
田

右
兵
衛
督
兼
右
長
恨
歌
幣
圧
」
翌
日
琵
琶
行
面
皮
講
尺
」
の
講
廷
識
語
が
あ

る
。比
の
琶
門
文
積
木
の
本
文
の
字
句
及
び
訓
法
を
、
伝
道
兵
点
と
比
較
す
る

と
、
以
下
の
如
く
大
同
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
先
ず
、
本
文
の
字
句
の
異

同
に
つ
い
て
比
較
す
る
に
、
次
の
如
く
大
部
分
が
一
致
し
て
い
る
。
次
の
例

は
、
先
掲
の
金
沢
文
庫
本
に
「
摺
本
」
の
校
異
が
付
せ
ら
れ
て
い
た
部
分
で
あ

る
。
伝
道
美
点
と
一
致
せ
ず
、
金
沢
文
匠
本
の
本
文
と
一
致
す
る
の
は
抱
か
に

二
例
の
み
で
あ
る
。

○
伝
道
真
点
の
本
文
と
一
致
す
る
も
の

バ

ン

へ

チ

　

一

【

　

　

　

　

　

テ

　

　

チ

　

メ

ク

リ

ノ

ク

リ

　

　

　

　

　

　

ノ

侍
レ
　
宴
　
　
括
り
画
　
一
崇
l
紆
　
　
宋
－
央
柳

ハ
　
　
y
　
　
ノ
　
y
チ
　
コ
リ
ニ
イ
カ
ン
ゾ
　
　
ン
　
　
　
　
タ
レ

芙
－
蓉
　
　
柳
　
如
け
眉
　
対
／
此
　
如
′
何
不
一
一
涙
垂
一

一
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
　
　
　
ナ

甫
花
　
　
道
1
士
　
　
綜
－
紺
　
　
字
　
玉
－
真

カ
イ
ト
り
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
シ
　
　
ノ
バ

夢
l
魂
　
　
鷺
′
　
衣
　
恩
－
愛
組
　
下
－
望

15



唯
撃
琶
l
物
　
留
コ

ル
　
　
ヲ
　
　
　
　
ノ
ホ
ト
リ
一
t

送
〓
客
一
扮
－
涌
　
口
】

コ
テ

一
－
股
一

ノ
ウ
チ
エ

舟
「
船
中

フ

　

　

　

　

　

　

h

r

日
二
琵
－
琶
－
行
一

ハ
セ
ヅ
　
1
r
y
チ

小
－
絃
　
切
－
々

ハ

　

テ

家
在
〓
股
1
董
－
陵

「
琵
琶
引
」
の
題
名
な
し

ト
シ
テ
　
．
丁
テ
Ⅰ
ム
ネ
l
一
カ
ク

切
－
々
　
　
　
当
り
心
　
望

ノ

モ

ト

エ

　

　

ス

　

　

　

　

　

テ

フ

セ

リ

　

エ

下
－
軽
〓
別
－
離
一
　
臥
レ
病

青
γ
l
賊
老
タ
り
　
半
聖
テ
　
涙
潤
し
干

レ

ハ

　

サ

　

チ

　

　

ソ

ヲ

ー

一

フ

　

　

　

テ

　

テ

　

ル

不
リ
成
ゾ
歓
　
　
暗
　
開
　
　
始
田
1
来

コ
ホ
1
，
㌢
タ
l
《
　
　
　
　
　
ノ

氷
l
下
　
　
東
－
紛

○
金
沢
文
庫
本
の
本
文
の
方
に
一
致
す
る
も
の
。

l
一
ハ
　
　
　
ヨ
ウ

深
－
窓
　
　
後
　
続
－
腰

筒
、
「
摺
太
」
注
記
の
な
い
も
の
で
も
、
金
沢
文
庫
本
の
本
文
に
一
致
す
る
も

の
も
あ
る
。

フ
ル
キ
　
フ
ル
キ
　
　
タ
レ
ト
カ
　
ト
モ
l
l
セ
ン

琶
臼
l
枕
故
－
会
話
－
与
共
　
　
　
　
（
竜
門
文
庫
本
〕

琶
門
文
圧
本
の
本
文
も
亦
、
伝
道
真
点
の
本
文
と
同
系
統
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
部
分
的
に
少
数
、
金
沢
文
庫
本
の
如
き
売
続
の
本
文
を
も
混
ぜ
て
い
る

か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
訓
法
に
つ
い
て
比
較
す
る
に
、
殆
ど
伝
送
真
点
に
一
致
す
る
。
但

し
、
部
分
的
に
不
一
致
の
も
の
を
混
ぜ
て
い
る
。
先
拓
の
金
沢
文
庫
本
と
の
比

較
に
際
し
て
示
し
た
例
に
つ
い
て
、
琶
門
文
庫
本
の
訓
法
を
見
る
と
次
の
如
く

多
く
が
一
致
す
る
。
特
に
、
助
字
の
訓
法
は
全
く
伝
道
真
点
と
一
致
し
て
い

て
、
共
に
室
町
期
の
訓
法
で
あ
る
事
を
元
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
以
下
は
一

致
す
る
例
に
つ
い
て
宣
賢
点
か
ら
示
し
た
。
例
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
）

H
助
字
の
訓
法

ヤ

レ

テ

　

レ

ハ

　

　

ー

ー

〔
未
〕
養
　
挙
一
決
－
窓
－
人
未
　
ゾ
識

ス

ノ

　

　

ヒ

カ

ー

ケ

　

　

シ

テ

　

　

　

　

　

　

サ

　

　

ヲ

秋
燈
挑
－
尽
　
未
　
F
成
り
眠

ス

サ

　

　

ヲ

　

ツ

　

リ

ナ

サ

ケ

未
　
リ
成
二
曲
－
調
】
先
　
有
レ
情

ル
一
l

テ

　

レ

バ

　

サ

　

　

ラ

ウ

レ

へ

チ

　

エ

　

レ

ン

ト

〔
将
〕
酔
　
不
リ
　
成
レ
歓
　
惨
　
将
／
初

一
t
 
y
テ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
チ
　
　
ス
　
オ
　
セ
　
ウ
ム
コ
ト
チ
　
チ
　
　
　
コ
ト
テ

〔
合
〕
逐
合
＝
下
天
－
下
父
－
母
、
p
不
′
声
生
り
　
男
声
盲

チ
女ター

　
　
　
　
ヲ
ノ
ラ
　
　
　
　
　
　
ノ
カ
タ
キ
ニ

但
合
三
レ
心
　
似
〓
金
1
細
．
撃

㌢
メ
ヨ

ー
t
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
ヲ
ネ
ン
コ
ロ
l
一
　
　
メ

〔
教
〕
遂
教
下
　
方
－
士
段
－
　
勤
雲
上

シ
ム

ウ

タ

＿

シ

テ

　

　

チ

　

セ

転
　
教
下
〓
小
－
玉
一
報
軒
聾
－
成
上

ヤ
ム
テ
　
一
t
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
セ

由
－
罷
　
常
数
下
二
登
－
才
】
　
眼
上

シ
ム

キ

ク

ナ

ラ

ク

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

ノ

ツ

カ

イ

ナ

リ

〔
聞
遺
〕
聞
1
遺
浜
－
家
　
天
－
子
使

テ

ッ

ク

テ

　

　

　

　

ノ

　

チ

　

　

テ

　

ル

　

　

（

ニ

）

〔
之
〕
因
為
＝
長
－
句
・
歌
一
以
贈
〆
乏

ヒ
メ
モ
ス
　
　
　
　
　
　
　
ト
モ
　
ス
　
ア
カ

〔
ヒ
メ
モ
ス
〕
尽
l
　
日
君
－
三
省
　
不
レ
足

カ

テ

　

ク

　

ス

　

ヲ

〔
コ
ト
ゴ
ト
ク
〕
君
－
臣
相
－
顧
尽
泊
レ
衣

ノ
ヨ
　
チ
ト
、
く
シ
カ
ク
シ
テ

〔
チ
ト
〕
春
　
啓
苦
短

読
添
語
に
「
イ
」
の
な
い
事
は
無
論
で
あ
る
。
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口
許
添
語

1
、
伝
道
真
点
と
同
じ
く
読
添
語
が
無
い
。

．
　
ス
ル
　
　
チ

〔
ク
リ
〕
死
　
処

佃
対
句
の
訓
法

ラ

バ

　

一

一

　

ハ

ナ

リ

ム

カ

へ

テ

出
　
相
l
見

サ

ヽ

メ

コ

ト

私
－
詔ノ

　

ト

　

　

ハ

　

一

一

　

ハ

ナ

ラ

ン

　

　

　

　

　

ノ

　

ト

H

　

レ

ハ

〔
リ
〕
痕
l
采

テ

　

レ

ニ

レ

〔
キ
〕
始
是
新
要
一

ヲ
　
　
ナ
リ

恩
－
沢
一
時

レ

　

　

　

ヲ

〔
ノ
ミ
〕
見
〓
琶
－
宕
】

ヨ
ソ
ホ
ヒ
ナ
シ
テ

〔
ニ
〕
会
－
匡
粧
「
成

〔
ヲ
〕
紅
不
㌧
掃
ハ
　
○
後
古
平
勢
ハ

2
、
伝
道
真
点
と
同
じ
読
添
語

一

一

　

セ

ン

カ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

ノ

　

ヲ

為
〆
惑
＝
　
君
－
三
一
民
－
転
恩
】

カ

シ

ソ

キ

オ

コ

シ

テ

扶
l
　
起

タ

ヒ

エ

ノ

バ

　

ノ

　

コ

ヒ

ナ

ル

一
l
英
　
日
l
媚
生

肖
実
字
の
訓
読

l
へ
伝
道
真
点
と
同
じ
く
字
音
記

ナ
レ
ハ
　
　
　
レ
ー
ー
バ
　
リ
ク

毘
上
質
　
ノ
佳
－
霞
．
六
－
軍
不
リ
発
　
段
1
勤

テ
　
ヒ
ト
　
ナ
レ
リ
　
　
　
ツ
　
　
ナ
ル
イ
ト
マ

初
長
l
成
　
撃
一
閃
－
暇
】

ア
サ
ナ
！
＼
ユ
フ
ナ
く
コ
l
u
　
　
　
ノ
　
ハ
ナ

朝
々
　
暮
々
　
情
　
霜
l
華

2
、
伝
道
真
点
と
同
じ
和
訓

ノ
　
ホ
ト
∴
リ

江
1
口

、
l
タ
り
ニ
　
テ
　
　
　
ト
モ
　
ス
　
ア
カ

悼
l
舞
　
省
　
不
レ
足

カ

ハ

ラ

ス

サ

マ

シ

フ

プ

チ

キ

ク

ナ

チ

ク

マ
レ
ナ
リ
　
ノ
　
　
コ
・
r

少
二
　
人
行
】

ス

y

テ

ト

・

ノ

ヘ

　

　

サ

、

メ

コ

ト

セ

y

瓦
　
冷

聞
1
遺
　
不
レ
　
整
　
　
私
－
語

在
レ
天
頂
作
〓
比
翼
鳥
－
在
′
鞄
屈
　
為
二
違
－
理
　
枝
－

回
訓
み
方
の
相
違

フ
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
ノ
チ

拐
／
浴
　
葦
－
清
　
池

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ク

ー

ス

ル

　

チ

不
レ
見
二
王
－
顔
空
　
死
　
処
一
．

ノ
　
　
ク
　
ノ
　
　
モ
　
　
チ
　
　
ッ
キ
ナ
ン

天
－
長
∴
地
－
久
　
看
レ
時
尽

右
以
外
に
も
一
致
例
が
多
い
が
省
略
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
不
一
致
の
例

は
二
十
九
例
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
も
金
沢
文
庫
本
の
訓
と
一
致

す
る
も
の
が
三
分
の
二
で
あ
る
。

○
金
沢
文
随
本
の
訓
法
と
一
致
す
る
も
の
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サ
ト
・
ヌ
コ
t
r
ヲ
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
キ
　
ッ
ク
シ
ソ

覚
レ
看
〓
迂
－
誠
意
】
　
　
　
説
1
尽

ノ
　
カ
タ
ヲ
ヒ
ハ
　
　
　
　
　
　
シ
ヌ
　
　
　
ミ
　
　
　
　
バ
ク

門
指
l
票
　
　
　
凝
－
絶
　
　
　
自
1
言

に
は
り
ク
　
コ
ウ

後
　
緑
し
腰

ヲ
ト
ウ
ト
ハ
　
　
テ

弟
l
　
走

ム

キ

フ

ネ

ヲ

′

，

t

 

y

レ

ル

ノ

ミ

ナ

ラ

ン

空
槍
　
　
　
　
相
l
識

テ

　

　

　

チ

望
〓
都
－
門
一

メ
ク
ラ
シ
テ
　
　
を

転
　
レ
一
朗

○
金
沢
文
庫
本
に
も
、

ノ
タ
モ
ト
チ

仙
裸
1
．

コ
ホ
u
ソ
ノ
シ
タ
一
l

氷

1

下

テ

ク

ワ

ス

　

ニ

酔
　
和
レ
春

フ

リ

ス

顔
色
故

ナ
チ
サ
リ
カ
テ
ヲ
ニ

等
　
l
　
閃

伝
遠
真
点
に
も
不
一
致
の
も
の

レ
リ
ア
キ
　
　
　
ノ
メ
　
t
r

為
〓
　
召
l
人
　
掃
一

ブ

ラ

エ

　

フ

　

ヒ

ク

　

　

　

ノ

バ

　

ソ

晴
　
間
〓
弾
1
老
　
誰
一

レ

タ

リ

　

　

　

　

　

こ

．

マ

頂
〓
　
秋
1
娘
妬
一

ノ

秋

　

1

雨

ウ

ル

へ

り

湿
ス
謝
〓
君
γ
王
－

シ
ー
ス
ル
コ
ト
　
　
l
l
　
ヰ
テ
　
ル
コ
ト
ヲ
　
　
　
チ

寛
F
辞
三
　
　
更
l
座
弾
二
　
一
－
曲
一

ス

　

　

ニ

侍
レ
夜

猿’
シ’

テ

作‡
‾　タ

リ

商
：

人
ノ

．lJ

・

セ

ウ

ト

ン

テ

　

ク

　

モ

／

イ

フ

コ

ト

惰
　
　
無
二
冨



コ

ノ

ナ

カ

ニ

タ

　

ク

タ

シ

テ

就
l
中
泣
　
下

・
コ
ホ
シ
テ
　
チ
ケ
カ
ス

翻
　
F
　
酒
　
汚

両
太
に
不
一
致
の
中
に
は
、

・
　
ク
　
オ
す
へ
ユ
ル
ク
ヒ
ネ
テ

軽
－
摘
　
慢
－
撚

t
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ノ
　
　
チ

・

ウ

リ

一

一

　

チ

サ

リ

ヌ

買
リ
　
茶
去

忽
聞
二
水
－
上
　
琵
l
琶
　
芦
一

そ
の
連
語
中
の
或
字
の
訓
が
金
沢
文
撞
木
と
一
致

し
、
別
字
の
訓
は
伝
道
真
点
と
一
致
す
る
と
い
う
例
（
・
印
）
が
半
数
あ
る
。

右
の
伝
道
真
点
と
不
一
致
の
二
十
九
例
は
、
先
抱
の
金
沢
文
庫
本
と
伝
道
兵

点
と
に
お
け
る
不
一
致
例
と
し
て
挙
げ
た
百
七
十
三
例
に
比
較
す
る
と
、
少
数

で
あ
っ
て
、
琶
門
文
店
本
の
訓
法
と
伝
道
真
点
の
訓
法
と
は
同
釆
厩
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
助
字
の
訓
法
が
一
致
す
る
事
は
そ
れ
を
元
し
て

い
る
。自
民
文
集
に
菅
原
家
の
訓
点
の
あ
っ
た
事
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
お
い
て

も
、
種
々
の
確
証
が
あ
る
へ
注
1
8
）
。
従
っ
て
長
恨
歌
・
琵
琶
行
に
も
菅
家
点

の
あ
っ
た
事
は
考
え
ら
れ
る
。
室
町
時
代
に
な
っ
て
も
、
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の

清
原
家
〔
宜
賢
）
の
訓
点
中
に
、
「
菅
」
説
が
一
部
取
入
れ
て
い
る
資
料
が

あ
る
。
（
川
減
一
馬
博
士
、
阪
本
竜
門
文
庫
覆
製
叢
刊
之
四
、
解
説
に
よ
る

ス
ヘ
ヲ
キ

と
、
京
都
大
学
図
書
館
就
、
秀
腎
自
筆
の
長
恨
歌
・
琵
琶
行
に
「
漠
皇
　
菅
坂
ノ

習
州
」
　
と
あ
る
由
で
あ
る
）
　
こ
の
本
も
宣
賢
の
点
法
を
伝
え
た
も
の
と
さ
れ
る

が
、
比
の
様
な
一
部
に
「
菅
」
の
注
記
が
あ
る
事
は
、
他
の
多
く
の
部
分
が
菅

家
の
点
法
に
拠
っ
て
い
な
い
事
を
意
味
す
る
と
思
う
。
伝
道
真
点
と
琶
門
文
庫

本
の
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
訓
点
と
が
共
に
、
菅
家
の
点
法
の
特
徴
を
元
さ
ず
、

室
町
時
代
の
訓
法
を
反
映
し
て
い
る
の
は
、
宣
賢
等
に
よ
る
新
し
い
訓
法
に
基

い
て
い
る
為
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
問
題
と
な
っ
た
「
伝
送
真
点
」
が
、
菅
家
の

点
に
擬
せ
ら
れ
た
の
は
或
い
は
、
宍
字
訓
等
に
部
分
的
に
菅
家
点
が
残
っ
て
い

た
為
か
も
知
れ
な
い
。
又
は
、
該
書
を
権
威
づ
け
る
為
の
所
為
か
も
知
れ
な
い

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
一
年
二
月
二
十
六
日
稿
し

注
1
　
拙
稿
「
金
沢
文
置
本
春
秋
経
伝
集
解
に
お
け
る
平
安
初
期
浮
籍
訓
読
語

の
残
存
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
十
五
転
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
）
、
同

「
九
条
本
文
選
に
残
存
せ
る
上
代
訓
読
語
に
つ
い
て
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資

料
一
二
十
二
日
、
昭
和
四
十
一
年
二
月
）

注
2
　
公
租
補
任
に
よ
る
。
菅
家
文
革
・
日
本
紀
路
延
喜
三
年
二
月
廿
五
日
・

大
鏡
も
同
。
扶
桑
略
記
は
六
十
歳
、
政
事
政
略
は
六
十
一
歳
完
と
す
る
。

注
3
　
拙
稿
「
漢
文
訓
読
史
研
究
の
一
試
論
」
　
（
国
語
学
五
十
五
租
、
昭
和
一
二

十
人
年
十
二
月
）

注
4
　
拙
稿
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
間
題
1
－
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
ー
ー
ー
」

（
国
語
学
十
六
転
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
）

注
5
　
同
「
古
文
借
書
平
安
中
期
点
の
訓
読
語
に
つ
い
て
」
　
（
予
定
）

注
6
　
春
日
政
治
博
士
「
西
大
寺
本
金
光
明
長
路
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」

注
7
　
拙
稿
「
堪
籍
訓
読
語
の
特
徴
　
－
　
群
書
治
要
古
点
と
数
行
信
証
古
点
・

法
華
経
古
点
と
の
比
較
に
よ
る
」
　
へ
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
十
九
転
、
昭
和

三
十
九
年
七
月
）

注
8
　
「
注
7
」
に
同
じ
。

注
9
　
同
「
訓
読
史
料
と
し
て
の
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的

研
究
・
訳
文
篇
』
」
　
（
国
語
学
六
十
五
喧
予
定
）

注
1
0
　
同
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
数
行
信
証
古
点
」
　
（
東
洋
大

学
大
学
院
紀
要
二
隻
、
昭
和
四
十
年
九
月
）

注
1
1
　
同
「
助
詞
イ
の
残
存
1
平
安
時
代
の
使
用
者
と
用
法
」
　
（
東
洋
大
学

紀
要
十
三
集
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
）

．
注
1
2
　
「
注
1
」
の
拙
稿
の
前
者
参
照
。

注
1
3
　
「
注
3
」
の
拙
稿
参
描
。

注
1
4
　
例
え
ば
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
注
3
」
の
拙
稿
。
、
同
「
挿
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田
本
白
氏
文
隻
の
訓
の
類
別
」
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
一
二
十
八
年
一
月
）
、

同
「
梅
沢
本
新
撰
朗
論
集
の
訓
読
語
に
つ
い
て
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二

十
六
担
、
昭
和
三
十
八
年
六
月
）
、
同
「
金
沢
文
痘
本
群
書
治
要
巻
四
十
所

収
三
路
の
訓
点
」
（
田
山
方
南
華
甲
記
念
論
文
集
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
）
、

同
「
老
子
経
の
古
訓
法
」
　
（
漢
文
教
室
六
十
九
号
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
）

注
1
5
　
金
沢
文
琵
本
文
葉
巻
十
二
の
識
語
中
に
、

「
嘉
聖
一
年
三
月
十
一
日
以
唐
本
糊
比
較
巳
了
」

と
あ
る
文
字
で
明
白
で
あ
る
。

注
1
6
　
川
口
久
雄
博
士
「
平
安
朝
日
本
洪
文
学
史
の
研
究
」
六
二
四
頁
。

注
1
7
　
拙
稿
「
挿
田
本
自
民
文
集
の
訓
の
類
別
」
　
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
三

十
八
年
一
月
）

注
1
8
　
「
注
1
7
」
に
同
じ
。

－
　
広
島
大
学
助
教
授
1
－

受
悪
習
叉
耶
脚
掴
票
朋
引
贈
一
（
1
）

○
ア
カ
デ
、
、
、
了
　
（
4
5
・
4
6
号
）

○
愛
媛
国
文
研
究
（
1
5
号
）

○
演
劇
研
究
（
1
号
）

○
王
朝
文
学
（
1
2
号
）

○
解
釈
（
1
1
巻
9
～
1
2
号
、
1
2
巻
1
～
3
号
）

○
学
花
（
聖
望
聖
3
1
5
号
）

○
学
大
国
文
〔
大
阪
学
芸
大
学
〕
　
（
9
号
）

○
学
術
研
究
〔
早
稲
田
大
学
〕
　
（
1
4
号
）

○
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
（
3
号
）

○
近
世
文
芸
（
1
2
号
）

○
訓
点
語
と
訓
点
資
料
（
2
3
号
）

○
研
究
〔
神
戸
大
学
〕
　
（
3
5
・
3
6
号
）

○
言
語
と
文
芸
（
7
巻
1
号
・
5
号
・
6
号
・
8
巻

1
号
・
3
号
）

○
甲
南
国
文
（
1
3
号
）

○
神
戸
外
大
論
叢
（
1
6
巻
1
～
4
号
）

○
国
語
学
（
6
1
～
6
3
環
）

○
国
語
研
究
〔
国
学
院
大
学
〕
　
（
2
1
号
）

○
国
語
研
究
皐
〔
東
京
大
学
〕
　
（
2
～
4
号
）

○
国
語
・
国
文
（
3
4
巻
9
～
1
2
号
、
3
5
巻
1
～
3
号
）

○
国
語
国
文
学
〔
名
古
屋
大
学
〕
　
（
1
7
号
）

○
国
語
国
文
学
会
誌
〔
学
習
院
大
学
〕
　
〔
1
号
し

○
国
語
国
文
学
研
究
〔
熊
本
大
学
〕
　
（
1
号
）

○
国
語
国
文
学
報
〔
愛
知
教
育
大
学
〕
　
（
1
9
莞
）

○
悶
語
国
文
研
究
〔
北
海
道
大
学
〕
　
（
2
3
号
）

〇
回
語
と
国
文
学
へ
璃
巻
H
～
1
3
号
、
弗
巻
1
～
5

号
）

○
国
語
と
数
百
〔
大
阪
学
芸
大
学
〕

○
回
文
〔
お
茶
の
水
女
子
大
学
〕
　
（
2
4
号
）

○
国
文
学
〔
関
西
大
学
〕
　
（
3
9
号
）

○
国
文
学
〔
学
燈
社
〕
　
（
1
0
巻
1
3
～
1
5
号
、
H
巻
1

～
4
号
）

○
国
文
学
研
究
〔
早
稲
田
大
学
〕
　
（
月
号
）

○
国
文
学
研
究
〔
梅
光
女
学
院
短
期
大
学
〕
（
1
号
）

〇
回
文
学
論
考
〔
都
留
文
科
大
学
〕
　
（
2
号
〕

○
国
文
学
論
叢
〔
龍
谷
大
学
〕
　
（
ほ
号
し

○
国
文
鶴
見
（
1
号
し

○
語
文
〔
日
本
大
学
〕
　
（
2
2
・
2
3
号
し

tosho-seibi-repo
長方形




